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報告　ねんりんピック岐阜 2025

　出演ステージは、17 市町老連から 29 団体が参

加しました。

地域で伝承されている「雅楽」「太鼓」「民踊」が

披露され、子供や若い世代も一緒に出演し披露し

ました。

　また、日頃各クラブの活動で取り組んでいる「コ

ーラス」「ダンス」「踊り」「楽器の演奏」などの

発表、健康づくりで取り組んでいる「体操」「ダ

ンス」も披露され、会場の参加者といっしょに体

を動かしました。

　それぞれの演技が終わると、客席から惜しみ無

い拍手が送られました。

　出演者は、発表のために多くの練習を積み重ね、

みんなで練習の成果を披露することができ、たい

へん良い思い出になった。今後もみんなで楽しく

活動していきたいと感想を伝えていました。

パワーあふれたステージ
17 市町　29 団体の発表

フォトフレーム製作体験（多治見市）

演奏〈楽器〉 （飛騨市）

菊花製作体験（輪之内町）

演奏〈大正琴〉 （多治見市） 民踊（土岐市）

ミニ音楽劇（岐阜市） 民踊（郡上市）

ダンス（大垣市） 雅楽（瑞穂市）
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■次回は埼玉県で開催
　21 日の閉館式では、西田勝嘉岐阜県老連会長

が、「地域文化伝承館での経験や体験を契機に、

各老人クラブが活性化して、地域の発展につなが

ることを期待する」と挨拶し、次期開催地の内田

まさ子埼玉県老連会長に伝承館旗を引き継ぎ４日

間の開催を終えました。

 ・  第 38 回  全国健康福祉祭  埼玉大会 （ねんりんピック彩の国さいたま 2026） 令和 8 年 11 月 7 日 （土） ～ 10
日 （火）　 ・  地域文化伝承館　令和 8 年 11 月 7 日 （土） ～ 9 日 （月）　会場：さいたま市「ソニックシティ」

報告 ねんりんピック岐阜 2025

演奏〈オカリナ〉 （可児市） 民踊（中津川市）

フォークダンス（瑞浪市） 民踊（羽島市）

女性部の記念品製作

伝承館旗の引き継ぎ

　来館者への記念品は、岐阜県美濃市でつくられ

てきた「日本三大和紙」のひとつに数えられてい

る「美濃和紙」で、カード入れを製作して配布し

ました。

　カード入れは各市町村老連の女性部が A4 の和

紙を折って製作しました。

　和紙は復元力が強く戻ってしまうため、事前に

折り目をしっかり付け、折り紙を折るように心を

込めて丁寧に折りました。

　その後、完成したカード入れを持ち寄り、女性

リーダー研修会において袋詰めをしました。

　カード入れには、ポケットが四つあり財布など

に入れて使っていただけると幸いです。

　来館者に「カード入れ」
（美濃和紙製） のプレゼント
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レコード1,500枚を使って
集いの場づくり

2023年、昭和の時代から旧真田町で普及して

いた有線放送が廃止され、1,500 枚を超えるレコ

ードが上田市の財産として残りました。「このレ

コードを使ってシニアが集まる場所を作ってはど

うか」と行政から提案を受けて、真田地域シニア

クラブ（旧真田町の連合会）でカフェに取り組む

ことにしました。

初めに自宅に眠っているオーディオ機器の寄付

を会員に呼びかけたところ、たくさんのプレーヤ

ーやアンプが集まり、点検、整備に 1 ～ 2 か月か

かりました。運営方法を学ぶために新興住宅地で

カフェを開催している高齢者の集まりを訪ね、企

画意図を説明して「いっしょにやらないか」と声

をかけました。現在は連合会に加入し、同好会の

中心メンバー （7 人） となって活動しています。

カフェで育まれる人と人とのつながり

カフェは地域の高齢者なら誰でも無料で参加で

きます。3 か月に 1 度、老人福祉センターを会場

に、13時30分から15時30分の 2 時間開催して

います。毎回テーマを決めて、その年代のレコー

ドを集め、関連する出来事を調べて、おしゃべり

北から南から

を通じてみんなで

思い出を楽しんで

います。社協や地域包括支援センターなど地域の

関係団体の方々も見学に来られ、カフェの PR に

も協力いただいています。こうして知名度も高ま

り 12 月の参加者は 35 人、 さらに、 信越放送 SBC

ラジオの取材陣が訪れ、カフェから生中継が行わ

れました。

今では、誘い合って参加する風景も定着して来

たと感じています。さらに、家にあるレコードは

もちろんコーヒーが飲めない方のために手作りの

ハーブティーを持って来る人や手作りケーキを持

って来る人もいます。参加者の中には連合会に未

加入の二つのクラブの会員もいます。活動を通し

て人と人との交流を育て、加入につなげようと取

り組んでいます。

3 年目を迎える来年は、カフェの開催を 2 か月

に 1 度にしたいと考えています。活動のための予

算は連合会から同好会に助成、メンバーも運営に

慣れてきました。今後は、活動を続けていくため

に、継続できる環境づくりに取り組んでいきたい

と思っています。

（会長　柳沢  泉）

地域の人とクラブをつなぐ
「懐かしのレコードカフェ」

長野県上田市高齢者クラブ連合会  真田地域シニアクラブ（連合会）  ●6クラブ　●会員数 261人

テーマに合わせて当時のレコードを展示

懐かしい歌に思い出話
の花が咲く
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復活した冬の風物詩

新見市は、まちづくり基本構想の中で「駅周辺

のにぎわいの創出」を掲げています。こうしたな

か、再開の要望が多く寄せられていた駅前のイル

ミネーションを町内会といっしょに復活し、再び

駅前をイルミネーションで装飾し幻想的な光景を

演出することにしました。

活動は今年で 9 年目になり、今では、新見市

の冬の風物詩となっています。取り組みは、11

月中旬に構想会議を開催し、前年を振り返り修正・

追加等を議論し、駅前ロータリー、祐清たまがき

広場のイルミネーションの配置図を作成、毎年、

クリスマスイブの一週間前の点灯を目指します。

12 月は安定した天気が期待できず、作業は週間

予報を見ながらの長期間に及びます。町内会の役

員は平日は働いているため、作業の中心は鶴亀会

の会員が担っています。

課題は活動の継承

点灯期間は 12 月 15 日から 1 月 17 日。新年

にはイルミネーションに加えて謹賀新年の懸垂

幕を掲げて、ふるさとに帰省する人をあたたかく

出迎え、市民の皆様からも大変好評で喜ばれてい

北から南から

ます。点灯

式には、女

性部が豚汁

200人分を

用意して見

物人のおも

てなしを行

いました。

５階建て

の新見公立

大学の居住

棟の屋上か

ら広がる 12 メートルのドレープライトのイルミ

ネーションは、平日の作業を主に老人クラブが担

当し、週末の休みには学生といっしょに行ってい

ます。

この他、駅

前ロータリー

にある高さ約

5 メートルの

ハナミズキの

木は、毎年 L

E D を枝に巻き付ける方法で作業をしていました

が、植栽があり足場が悪く高所作業となるため、

今年は篠竹に L E D を添わせて立てかける方法に

変更しました。以前と比較すれば見劣りしますが、

知恵を出し合い、危険を回避して安全第一で行っ

ています。

課題は、会員の高齢化による人手不足と資金問

題です。活動を継承していくために、住民の関わ

りを通じて地域に根付いた活動につなげたいと考

えています

（会長　安達 廣明）

まちのにぎわいを求めて
  ̶駅前イルミネーション

岡山県新見市新見駅前老人クラブ鶴亀会 ●会員数 59人

駅前ロータリー

作業風景

若い人向けに、新見市のマスコットキャラクタ
ーを使ってインスタ映えのする場所を作成。
ハートの台座は鶴亀会の会員が作成。
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大切なことは安全に活動すること

みやこ町老連には、歩こう会、囲碁クラブなど

六つの部活動があります。木工クラブはその一つ

で、社会福祉協議会が運営する憩の里の中にある

木工館を利用して週 3 日（1 日 3 時間）活動して

います。現在、会員は 17 名（男性 15 名、女性

2 名）、木工初心者もいます。活動は、会場のカ

ギの管理を役員が行い、事故や熱中症などを防止

するために、作業は必ず 2 人以上で行うことにし

ています。クラブ内の連絡は、LINE グループを

作って行っています。

地域のキャラクターを刻印した
キーホルダー

木工クラブでは、自分が作りたい作品を自由に

作ることができますが、クラブとして制作してい

る木工品があります。11 月に開催されるみやこ

町産業祭で販売するまな板とカッティングボード

です。この日のために準備するまな板は 50 枚、

値段は大きさによって異なり2,000円～3,000円

で販売しています。カッティングボードは、キャ

ンプブームに注目してまな板の制作であまった木

北から南から

を使って作っています。値段は 300 円～ 500 円、

持ち運びに便利な大きさで好評です。

木を無駄にしない活動方針から、最後に残った

小さな木切れを使ってキーホルダーを作ったとこ

ろ、社会福祉協議会が行っている「みやこクラブ

出産お祝い事業」のお祝いの品に取り上げられま

した。キーホルダーの裏面には、赤ちゃんの名前

と誕生日を刻印しています。親子と地域との初め

てのつながりをつくる目的で、主任児童委員が訪

問して届けています。この他、キーホルダーを社

会福祉協議会が開催する 「ふくし祭」 で 1 個 100

円で販売したところ 70 個売れました。収益金は

赤い羽根（共同募金会） に寄付しました。活動を

通じて自分が作った作品を褒められたり、感謝

されたりすることが会員の喜びにつながってい

ます。

連合会では、こうした部活動による加入促進に

取り組む一方、解散クラブの会員、地域に老人ク

ラブがない高齢者なども参加できるように、連合

会直結のクラブを立ち上げ、多くの人が参加でき

る取り組みもしています。

（みやこ町老連事務局長　井上 哲也）

地域とつながる木工クラブ
福岡県みやこ町老連 ●52クラブ　●会員数 3,087人

スマホに登録したキャラクターをキーホルダーに刻印している
ところ。

旧町のキャラクター。さいくん、とよぴー、かっちゃん。
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